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第二次大戦期に開花した総合芸術であるアニメーション映画
は，枢軸国／連合国を問わず，世界各国で戦時動員の手段と
なった。日独伊および米英仏ソ中を中心に，1930〜40 年代
に制作されたおびただしい数の宣伝映画作品を歴史の忘却か
ら掘り起こし，草創期アニメ界の群像を活写するとともに，
そのイデオロギーと詩学を読み解く画期的研究。
刊行後好評を博す原本に多数の図版を加えた日本語増補版！

アニメはプロパガンダのメディアとして誕生した。戦争と不可分なその歴史に光をあてる。

▲

世界アニメ史の基本文献がいまだほとんど存在しない日本で，ア
ニメと 20 世紀史の関わりをグローバルにとらえた貴重な資料。

▲

マンガやアニメの消費文化が全般化するなかで，その抑圧された
歴史的過去を振り返る作業はきわめて不十分にとどまっている。

▲

ナショナリズムと諷刺芸術，アニメ作家たちの抵抗と挫折，そし
て戦前戦後の大衆文化を読み解く上で独自の視点をもたらす一冊。
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